
2-1  風水害のしくみ

① 知っている風水害を挙げる。
例 ) 台風、洪水、土砂災害 など。

② 風水害のメカニズムについて p.26-27のイラストを参考に学ぶ。

③ 自分の地域に起こりそうな風水害について考える。

風水害にはさまざまな種類があることを知り、それらの災

害がどのようにして発生するのかを理解している。

日本における大雨の発生数が長期的に増加傾向に

あるのは、地球温暖化が影響している可能性があり、

地球温暖化が今後進行した場合、さらに大雨の発

生数は増加すると予測されている。大雨が増加する

傾向にあるのは、日本だけでなく東アジアの広い範囲

でも共通しており、地球温暖化やそれに伴う水蒸気

量の増加などの世界的な規模の変動が寄与している

可能性がある。

参照：国土交通省「地球温暖化と大雨の関係について」

●台風が起こるしくみ

台風の発生条件は大きく分けて２つ。

1. 海水温が高いこと。海面の水温が27度以上。

2.  きっかけとなる風。強い上昇気流によって発達した

雲を『積乱雲』といい、この『積乱雲』がたくさん集

まったところに渦がまくと、台風へと成長していく。
参照：NHK 大学生とつくる就活応援ニュースゼミ。1からわかる！

台風 (1)なぜ日本にくるの？

〈台風の発生から台風が消えるまで〉

「発生期」 雲のかたまりが台風になるまでの間のこと。

海からの水蒸気をたくわえながら、成長し

続けていく。

「発達期」 台風が生まれてから、もっとも勢力が強くな

るまでの間のこと。

「最盛期」 風がもっとも強くなると台風は最盛期に入

り、高い空を流れる風に乗って、南の海か

ら北に向かって進みはじめる。

「衰退期」 台風の力が弱くなって、消えてしまうまでの

間のこと。

参照：関西電力「台風について」

●高潮の起こるしくみ

高潮も波の一種だが、海水のボリュームがけた違いに大きいため一旦浸水が始まると、低地

には浸水被害が一気に広がることになる。

参照：国土交通省「高潮はどうして起こるの？：海岸」

高潮の発達には主に二つのメカニズムがある。

1. 大気圧の低下に伴い、海面が吸い上げられるように上昇する「吸い上げ」と呼ばれる現象。

2. 湾口から湾奥に向けて強風が吹き続けることにより、湾の奥に海水が吹き寄せられて海面が

上昇する「吹き寄せ」と呼ばれる現象。

参照：国土交通省「高潮はどうして起こるの？：海岸」

●内水氾濫

大雨などによる地表水の増加に排水が追い付かず、

用水路、下水溝などがあふれて氾濫したり、河川の

増水や高潮によって排水が阻まれたりして、住宅や

田畑が水につかる災害。

参照：国土交通省「高潮はどうして起こるの？：海岸」

●線状降水帯

線状降水帯とは、次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、線状に伸

びる長さ50～300km程度、幅20～50km程度の強い降水をともなう雨域のこと。

参照：気象庁「線状降水帯に関する各種情報の解説～知識・解説」

線状降水帯に関する情報の発表基準(前3時間の雨量が150ミリ な ど に危険度を考

慮)を満たす場合には線状降水帯に関する情報の発表を行う。線状降水帯に関する

情報の発表基準を満たす主な事例（平成26年以降）は以下の参照ページで確認

することができる。

参照：気象庁「線状降水帯に関する情報について」

●土砂災害が起こるしくみ

地震動による斜面崩壊は、振動が集中しやすい凸型

の斜面で発生することが多い。また、斜面崩壊や土石

流などが発生した場合、河川のせき止め、決壊による

二次災害が発生する場合もある。なお、斜面崩壊や

地すべりなどは、本震後の余震や降雨などにより発生

することもあるので、本震発生後も注意を必要とする。

参照：地震本部「土砂災害」

●雷が起こるしくみ

夏と冬の雷の地域的な特徴（雷監視システムより

検知）夏（6～8月）関東や中部、近畿地方を

中心とした広範囲。年間総検知数の大部分を占め

る。

冬（12～2月）日本海沿岸で相対的に検知数が

多くなっている。

参照：国土交通省気象庁「雷検知数の季節的特徴」

夏の雷と冬の日本海側の雷について時刻ごとの検知

数を比較すると、夏は午後から夕方にかけて明瞭な

ピークを持つのに対して、冬は昼夜を問わず雷が発

生し、時刻による特徴がはっきりしない。これは、夏の

雷と冬の日本海側の雷では、発生するしくみが異な

るためである。

参照：国土交通省気象庁「雷検知数の季節的特徴」

●竜巻が起こるしくみ

台風や寒冷前線、低気圧など積乱雲が発生しやす

い気象条件に伴って発生しやすくなっている。また、

高さによって風向きや風速が大きく異なる場所では、

積乱雲が回転しやすくなり、竜巻が発生しやすい傾

向がある。

真っ黒い雲が近付く、雷が鳴る、冷たい風が吹き出

す、大粒の雨や「ひょう」が降り出すなどの積乱雲が

近づいている「兆し」があれば、竜巻が発生する可能

性がある。日本では、竜巻は季節を問わず全国で

発生しているが、特に9月、10月に竜巻の発生確

認数が多くなっている。

参照：首相官邸ホームページ「竜巻では、どのような災害が起こる
のか」

指導のポイント
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2-2  台風情報の見方

① 台風進路図を見て、台風の進路予報の見方を知る。 例）予報円が小さいほど正確性が高いなど

② 台風の強さ・大きさを見て台風の特徴を知る。 例）左側よりも右側のほうが風が強いなど

③ 台風が近づいてきたときの避難情報収集手段を知る。

気象情報の見方を知り、台風の進路予報から正しく情

報を読み取っている。

台風が日本本土に上陸するのは多くが7月から9月。

7月や8月は太平洋高気圧の勢力が強く、また、台

風を流す上空の風がまだ弱いために不安定な経路を

とることが多いが、9月以降になると南海上から放物

線を描くように日本付近を通るようになる。このため日

本に大きな災害をもたらす台風の多くは9月にやってく

る。よって、9月に学校で台風の備えを授業をすること

が望ましい。

参照：気象庁「台風の発生、接近、上陸、経路」

●台風

夏の台風と秋の台風の大きな違いは、「台風の移動

するスピード」である。秋台風は比較的速く移動しや

すいのに対し、夏台風はゆっくり移動することが多い。

参照：防災ニッポン「台風の季節は夏？秋？夏台風と秋台風で注

意ポイントはこう違う」

台風は年平均26個発生しており、そのうち平均で3

個が日本に上陸※1している。また、上陸しなくても平

均で11個の台風が日本から300km以内に接近し

ている。上陸する台風だけが被害をもたらすのではな

い。例えば、関東地方の南(房総半島沖)を通過す

る台風は、上陸しなくても関東地方に暴風や大雨を

もたらす。

参照：気象庁「台風の発生、接近、上陸、経路」

※ 1「日本に上陸した台風」とは、台風の中心が北海道、本州、四

国、九州の海岸線に達した場合を「日本に上陸した台風」としてい
る。ただし、小さい島や半島を横切って短時間で再び海に出る場合
は「通過」としている。

参照：国土交通省気象庁「台風の上陸数(2022年までの確定
値と2023 年の速報値)」

〈 台風による現象（動画二次元コード）〉

予報円が大きいほど、台風がどこに進むか定まっておらず今後の

進路がまだわからない要素が大きい。

参照：日本気象協会「誤解が多い？予報円や台風の大きさ・勢力について」

●遊水池

境川の流域では、昭和30年代前半から市街化の

進展が著しく、田畑が減少し、街がアスファルトやコン

クリートで覆われる など 、土地の利用形態が大きく変

化しました。 そ の 結果、雨水を地中に浸透させたり、

一時的に貯留したりする「保水・遊水機能」が著しく

低下したため、大雨が降ると雨水が短時間に多量に

河川に流れ こ み、洪水に対する危険性が高まり、水

害が発生するようになりました。

こうした水害を防止するために、総合治水対策を進

めています。

参照：神奈川県立境川遊水池公園「遊水池とは」

●キキクル

危険度分布 （ キキクル ） は、雨による災害の危険

度を5段階で色分けして地図上にリアルタイム表示す

るもの。気象庁ホームページで公開しているほか、テ

レビや各社が提供するスマホアプリから届く「危険度通

知」にも使われている情報。

参照：国土交通省気象庁 キキクル（警報の危険度分布）

●雨雲レーダー

15時間先までの降水分布、雷の活動度、竜巻発生

の確度の予報を見ることができる。

参照：気象庁「今後の雨（軽量版）」

●台風＋前線

日本付近に前線が停滞していると、台風から流れこ

む暖かく湿った空気が前線の活動を活発化させ、大

雨となることがある。雨による大きな被害をもたらした

台風の多くは、この前線の影響が加わっている。

参照：国土交通省気象庁「台風に伴う雨の特性」

指導のポイント
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2-3  大雨・台風に備える

① 家の特徴に合わせた雨風の対策を知り、自分の家に適した対策を考える。
例）マンションの高層階に住んでいるので、停電に備え食料を買いだめしておくなど。

② p.31を参考に、避難する時の服装や持ち物について考える。
例）避難所で時間を持て余すことを考え、ゲームや本を持って行く、冬場は寒いので毛布を持って行くなど。

③ グループワークや発表をして他の人の意見を聞き、自分の考えを広げたり深めたりする。

大雨・台風の被害を防ぐために、自分の家に合わせた

対策や自分自身に適した身支度を考えている。

●土のう

浸水発生時には土のうを設置することで、浸水を防ぐことができる。ただし、小規模な水災で

水深の浅い初期段階で行うものである。ホームセンターなどで購入もできるが、自治体で無

料配布している場合もあるため、自分の住んでいる市区町村に確認するとよい。

●下水の逆流防止

洪水時にはトイレや風呂場、洗濯機の排水口など思わぬところから下水が逆流することがあ

る。ビニル袋に水を入れた水のうを置くと、逆流を抑える効果がある。

参照：国土交通省中部地方整備局 第6 章「知っておくと役に立つ知識・情報」

●停電

停電を経験した人が特に困ったこと。

1位  冷蔵庫が止まる

2位  照明が使えず、部屋が暗い

3位  冷暖房器具が使えない

参照：ベネッセ教育情報サイト「自然災害で停電したら困ることは
？」

経験者の声を聞き、この課題をどう解決すればよいの

か、その他にもどのようなことに困り、どう解決すればよ

いのか考えられるようにする。

●リュック

避難時の持ち物はリュック一つ背負ってすぐに避難できる量にとどめることが重要。雨の中の

避難となるため、防水仕様のリュックが望ましい。

参照：政府広報オンライン「大雨や台風の気象情報に注意して早めに防災対策・避難行動を行いましょう」

台風や大雨は、ある程度事前の予測が可能。水害

の恐れのあるときは、「明るいうちに」「天候が悪化する

前に」早めの避難、「念のため避難」を心がける。暗く

なってしまうと視界が悪くなり、明るいうちの避難より危

険が多くなる。

あらかじめ避難対策をしておくように指導する。

参照：こうち防災いちばん-NHK-「台風・大雨 避難のポイント」

●ヘルメット・帽子

タオルを頭にのせ、その上から帽子をかぶると帽子だけ

をかぶるより頭を保護することができる。

参照：国土交通省 山形河川国道事務局

「知っておこう！いざという時の行動とふだんの心がけ。」

●レインコート

避難時は安全を確保するため傘をさすのは避ける。

上下分かれたレインコートが最善。

参照：J-CAST 「長靴と傘はNG！

防災のプロが教える冠水時の正しい避難方とは」

●靴

長靴は一般的にくつヒモがついていないため脱げやすく、

転倒してしまう恐れがある。水位があまり高くないときで

も、水位の上昇を想定して長靴は避ける。

参照：くらしのなかに防災ニッポン

「水害に長靴はNG? 役立つのは滑らず、脱げない靴！」

避難するための時間的な余裕がある場合、寝袋や毛布といった寝やすくなるものを持って

行くのもおすすめ。

参照：江戸川区「避難所に行くなら「非常持ち出し袋」をぜひ持ってきてください！」

指導のポイント
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2-4  風水害マイ・タイムラインを作る

ハザードマップや警戒レベルをもとに、安全に避難できる

ように見通しを持って避難計画を検討している。

① p.32 洪水ハザードマップ 二次元コード で使い住んでいる地域を確認し、「ハザードマップをチェック」に記入する。

② マイタイムラインについて知る。（風水害は安全なうちに避難ができることを再確認する。）

③ p.32-33 の警戒レベルの表とハザードマップを参考にマイタイムラインを作成する。

マイ・タイムラインとは、住民一人ひとりの防災行動計

画であり、台風などの接近による大雨によって河川の

水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防

災行動を時系列的に整理し、自ら考え命を守る避

難行動のための一助とするもの。ワークシートを用いて

学習する。

参照：国土交通省「マイ・タイムライン」津波の恐ろしさをアナウンサ

ーが体感」

市町村から避難情報が出ていない場合でも、防災

気象情報を参考にしながら、適切な避難行動をとれ

るようにする。いざというとき、安全に避難行動がとれ

るよう、普段から自分が住む地域の災害リスクや避難

場所、安全な避難経路などを確認しておく。

参照：厚生労働省「避難所生活で健康に過ごすため、以下の点に
ご注意ください」

●アンダーパス

主に市街地では、前後区間と比べて急激に道路の高さが低くなっている区間が多数あり、こ

の区間を「アンダーパス」と呼んでいて、全国では約3,700カ所(R4.3末時点）が存在します

。特にアンダーパスに設置した排水ポンプの能力を超える大雨となった場合、アンダーパスに水

がたまってしまいます。そこで、排水能力を超える雨が降った場合に、アンダーパス部の冠水に

よる事前通行規制の実施と道路利用者への情報提供を行っています。

参照：国土交通省～道路における豪雨対策～

●ハザードマップをチェックしよう

「ハザードマップ」とは

自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する

目的で、被災想定区域や避難場所・避難経路など

の防災関係施設の位置などを表示した地図。

参照：国土交通省国土地理院「ハザードマップ」

1. 住んでいる場所が想定区域に当てはまる場合は
□（四角）に✓（チェック）を入れる。

2. 住んでいる場所に洪水の危険性がある場合は
川の名前と想定最大規模の浸水深を記入する

●とるべき避難行動を考えよう

「垂直避難」

急激な降雨や浸水により屋外での歩行などが危険な

状態になった場合は、自宅や隣接建物の2階などへ

緊急的に一時避難し、救助を待つことも選択肢とし

て考えられるべきである。

参照：内閣府防災情報～避難に関する国の指導等

「水平避難」

その場を立ち退いて近隣の安全を確保できる場所に

一時的に移動することをさす。

参照：国土交通省～避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイ
ドライン（平成26年9月、内閣府）

避難の判断によって、生死が分かれる場合があるとい

うことを覚えておく。避難するかしないかは人任せにせ

ず、ラジオ・テレビや行政などからの情報、自分の感覚

などで確かめた情報をもとにして判断することが大切。

参照：交通省「水災害からの避難訓練ガイドブック」

●警戒レベル

家の外にいる場合、むやみに帰宅や移動せずに近くの

安全な場所へとどまる。警戒レベルが高くなるほど避難

が難しくなるので、早い段階での避難を心がける。

（以下のサイトには、「正常性バイアス」や「同調性バ

イアス」に陥っていることがわかる被災者の証言が書か

れている。)

参照：広島県 「私たちはなぜうまく避難できないのだろう」

●登校前

学校で登校に関する決まり事があれば確認しておく。

●洪水ハザードマップ

洪水ハザードマップで自分が住んでいる地域の確認をし、マイ・タイムラインの作成に役立てる。

マップ上でぎりぎり想定区域でなかった場合も、「もしかしたら想定を超えるかもしれない」という

気持ちで計画を立てる。

指導のポイント指導のポイント
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